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(Danaw),Li(Kam-Suュ),Lopez2編(Tagalog;

Philippinelanguages), Milke(New Guinea),

Milner(Austronesian),Morse(Rawang),Ngu-

Pinnow(Munda),Pulleyblank(Sin°-Tibetan),

Roolvink(Malay),Robins(Sundanese),Shorto

(Mon),Simmonds(Tai),Teeuw(OldBalinese),

Thompson(Vietnamese),Uhlenbeck(Javanese),

Wurm 2編 (Australian),Zide(Munda).
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`̀ThaiNooi''(pseud.)Prasot)kaan34Pz'i

heeng raboobPrachaathiPatai.Bangkok:

PraePittaya,1965.664p.

匿名の政治評論家 ｢タイ･ノーイ｣V)筆はいつに

な1たら衰えるのか｡かれの著作の数は, もう30冊

になるはずだ0人艮党革命の直後から,新聞編某/J〕

かたわら,政冶評論の仕事を続け, 主 として Prae

Pittaya書店を発行元に,精力的に苫きまくってき

ている｡かれの生命力が長いことは,二つのことを物

治の観察と政治評論の仕甘 二 心から情熱を燃やし

ていることである｡ しかし,かれの本17Eを知ってい

ろひとはあまり多 くはない｡それでいいJ)だと思 う｡

本許 i,その ｢タイ ･ノーイ｣の損新J)本である｡

題の意味は,民主主義時代uj34年の経験と訳せよう｡

人民党革命後の椎史, すなわち タイU7現代史を,

｢タイ ･ノ-イ｣なりに捉えた本だ と一十,I:)と,=1,7L

だけで読者の興味をひくことだろう｡そ,7Lともう -

つ,もうそろそろタイ人の 打二なるそC/)ような民主

主義時代史が蜘 目していい頃だから,fJの先鞭をつ

ける意味でも,本音の刊行は意味深い｡

しかし,残念ながら,ある面では,読者は期待を

裏切られることだろう｡ なぜなら,これ.'i,芳ごまか

ならずLも首尾一貫 した雅史の本ではないからだ｡

二の34年のあいだの重要なできごとを,エヒソー ド

的に取 り上げて解説しているだ.守の本であ る ｡ 内容

の迫力も,かつての力作 ｢10人の総理大臣｣T二･t'まろ

紹 JL､

.'二伎ば互いCそして,や はり,サ リットル 冊 11高

まだ遠転していろし;)で,申町珠が-半減するO

本書は,それでもいくつかJ)メリットをも-,Tい

::l｡第 1のメリットは,プラヤー ･ソン ･スラデー

トの再評価をうながしていろ点であるOソンは,ヒ

ブ-ンに侶まれた悲運の政治家であるOピブ-ンに

よってたいへ/i,誓いイメージを作り上げらjLてきた｡

かれが悠たして,ピブ-ンがいうほど悪人であ-)た

か,そして,人艮党内序列第2位 といゲ13ノJ,人艮

党-L.fF71命の作戦担当者としてJ)功績ti:ど悠,改d)てJE..1]

く評価されねばたJ〕ないのではないか｡ヒブ-ン研

塞,J)知和二見逃せない人物だ宮 二 本書が,ソンU)

人となりを抱きだ十たLlノ,.7二かfj,lさ)レ)--ジを割いて

いるJ)は貴,Ttであ∴.

弟2L',_)メリットま,｢用日}イJ力日確な評価/Ji:試み

ていろ点である｡自由タイは,たくさ/LJJ系列にわ

;'J,れた地下運動であり,ややもす ,7,,と,自由/,Tイ運

動U〕全貌が捉えられない傾きにあ一,たO とくに,ネ

- 卜･ケーマヨテ ィンが自伝風に自山タイ運動を描

いてよく読まれたために,かれJ)描 く｢日加タイ像が

十べてと解される傾向も強い｡ 本音が,Ⅹ-0グル
ープ~という集団に苫目し,チャムカッドという人物

･Jj動きを[=flタイU)中心的系列として追 っているL')

t'言,そJ7点注目されねばなこ,ない｡ もっともこの点

:三,タイでは, しだいに常識化しているが,欧米t,)

ウイ研究は,まだよく掴んでいない点である｡

二J)ような問題提起に接すると,｢タイ ･ノーイ｣

がタイ政治史 uj二牛き字I｣‖二いわれる串実のIl:.Lさを

まざまざと感 じさせ ろカしろ. FF]頭U),人民党基命が

民主化L/)トレーガ- ヒしては′失敗だつたということ

から話を始Lti)る芸当も,ただものではできないこと

JI 一読して守一､して損.'まない本である｡

(矢野 暢)

Guy Hunter.South-EastAsia･.Race,

Culture& Nation,London:OxfordUniver-

sityPress,1966.xix-L190p.

本音は,ロンドンの InstituteofRaceRelations

があたらしく悠い牛工世界民族問題研究シリーズU)

第1弾であ :う｡署苫しっGuyHunterは イギ リス

で.'i,アフリカ問題の椎戒として知られているが,
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